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紹
介
さ
れ
る
ア
ス
リ
ー
ト
倶
楽
部 

の
メ
ン
バ
ー 

 

記
念
式
典
冒
頭
の
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
で
は
、
能
楽
、
合
唱
、

吹
奏
楽
、
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
、
弓

道
の
各
部
が
演
奏
や
演
技
を
披

露
し
ま
し
た
。 

午
後
の
特
別
公
開
講
座
で

は
、
宇
宙
飛
行
士
の
毛
利
衛
氏

が
「
生
命
の
つ
な
が
り
～
我
々

は
な
ぜ
挑
戦
す
る
の
か
～
」
の

演
題
で
講
演
し
、
人
類
の
未
来

に
貢
献
で
き
る
仕
事
の
喜
び
や

挑
戦
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
話

し
ま
し
た
。 

新しい教育理念は「創造」 創
立
60
周
年
記
念
式
典
で
発
表 

学
園
創
立
60
周
年
記
念
式
典
の
挨
拶
で
新
し
い
教
育
理
念
を
発

表
す
る
飛
田
理
事
長
＝
石
川
県
立
音
楽
堂
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル 

ア
ス
リ
ー
ト
倶
楽
部
創
設
、
東
高
校
改
築
へ 

 

 

飛
田
理
事
長
は
教
育
理
念
の
狙
い
に

つ
い
て
「
生
徒
、
学
生
一
人
ひ
と
り
の

創
造
力
を
高
め
、
新
た
な
価
値
を
生
み

出
す
こ
と
の
で
き
る
人
材
を
育
て
た

い
」
と
強
調
し
ま
し
た
。 

教
育
理
念
の
具
体
的
な
ス
ロ
ー
ガ
ン

と
し
て
、「
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
地
域
社

会
に
貢
献
す
る
」「
良
識
を
培
い
、
礼
節

を
重
ん
ず
る
」
「
社
会
の
要
請
に
応
え
、

構
想
す
る
力
、
実
践
す
る
力
を
育
む
」

を
掲
げ
る
と
述
べ
ま
し
た
。 

 

ア
ス
リ
ー
ト
倶
楽
部
は
、
ス
ポ
ー
ツ

に
お
い
て
金
沢
学
院
の
誇
る
全
国
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
教
職
員
、
学
生
が
、
講
演

会
や
競
技
指
導
で
地
域
に
貢
献
す
る
活

動
を
展
開
し
ま
す
。 

 

学
校
法
人
金
沢
学
院
の
学
園
創
立
六
十
周
年
記
念
式
典
は
五
月
二
十
七
日
、
石

川
県
立
音
楽
堂
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
で
、
教
職
員
、
学
生
、
東
高
校
生
ら
約
千
六

百
人
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
飛
田
秀
一
理
事
長
は
挨
拶
の
中
で
、
建
学
の

精
神
「
愛
と
理
性
」
を
発
展
的
に
昇
華
さ
せ
た
新
し
い
教
育
理
念
を
「
創
造
」
と

す
る
と
発
表
し
、
六
十
周
年
の
節
目
を
機
に
、
学
園
の
一
層
の
発
展
に
向
け
て
一

致
奮
起
す
る
よ
う
促
し
ま
し
た
。
ま
た
、
記
念
事
業
と
し
て
、「
金
沢
学
院
ア
ス 

リ
ー
ト
倶
楽
部
」
の
創
設
、
平
成
二
十
一
年
春
を
め
ど
に
東
高
校
校
舎
を
改
築
す

る
こ
と
な
ど
を
発
表
し
ま
し
た
。 

宇
宙
飛
行
士
の
毛
利
氏
講
演 

 
アトラクションで祝祭曲などを演奏する吹奏楽部。
後方は学園歌「栄光のとき」を披露した合唱部 

 
講演する毛利氏 

 

形
を
披
露
す
る
弓
道
部
員 

発
行
・
広
報
室 


